
 

高齢者のフレイル対策への栄養面からのアプローチ 

         ～施設、病院、地域をつなぐ食の体系化～ 

西多摩保健医療圏 

実 施 年 度 開始  平成２８年度    終了  平成２９年度 

背 景 

 平成 26 年の西多摩管内の高齢化率は、24.9％と都全体に比べ高く、平成 37(2025)

年には 31.6％と予想されている。 

また、高齢者のフレイル対策には栄養ケアが重要といわれ、管内の 65 歳以上で

フレイルの可能性のある方は約 12,000 人と推定される。しかし、管内では管理栄

養士等の専門職職員が少なく、慢性期の病院・高齢者施設が多いなどの地域特性が

ある。 

高齢者施設や病院では高齢者の食形態の名称などが施設独自のものであり、全国

的にも統一化されていないのが現状である。そのため、施設利用者が他の施設・病

院・在宅に移る際に食形態について適切な情報共有が出来ず、特に在宅では低栄養

になり再び施設や病院に戻るなどの問題がある。 

目 標 

・高齢者施設や病院の実態調査に基づいて、食形態の見える化、体系化を行い、高

齢者の食形態等の情報が退院や施設間の移動時に、専門職種間でスムーズに伝達

される体制を推進し、個人の栄養改善につなげる。    

・施設や病院で培った低栄養予防のノウハウをまとめて、啓発用媒体を作成し、介

護職員や介助する家族などに活用してもらうことで、地域全体の高齢者の低栄養

予防につなげる。 

事 業 内 容 

 所内３課から成る PT を結成し、医学・栄養学の専門家、管内施設代表を加えた

検討会と、管内特定給食研究会の代表による食形態検討会を開催し取り組んだ。地

域の高齢者の食の課題を調査で明確化し、その結果をもとに媒体を作成した。 

【平成 28 年度】 

１ 関係機関対象の調査(市町村の高齢主管課・健康主管課・社会福祉協議会) 

２ 専門職（介護支援専門員・ヘルパー等）対象の調査（管内地域包括支援センタ

ー、居宅介護支援事業所、訪問看護ステーション、訪問介護事業所） 

３ 高齢者施設・病院の食形態実態調査 

４ 給食施設代表者等との検討会実施 

５ 調査結果報告及び報告書作成 

【平成 29 年度】 

１ 介護関係者向け媒体「フレイル予防のための食のサポートブック」作成 

２ 関係機関が連携するために各所の食の取組、食形態の目安、管内配食サービス

等を掲載した「西多摩圏域 栄養管理・連携ブック」作成 

３ 栄養情報のやり取りをする「栄養情報提供書」作成 

４「高齢者のフレイル対策」ホームページ開設 

各年度で市町村連絡会、地域保健医療協議会等保健所各種会議、西多摩三師会

主催研修会で報告、施設・事業所対象研修会実施  

評 価 

【高齢者の食の課題に対応した媒体作成】 

・調査結果から明らかになった高齢者の食の課題に対応した媒体を作成した。 

【関係機関との連携強化】 

・媒体作成にあたり、管内 8市町村、地域包括支援センター、特定給食研究会など

の意見を伺い、調整した。「栄養情報提供書」については、管内の病院・高齢者

施設・在宅で実際にプレテストを実施し、調整した。また、出来上がった媒体な

どは会議や研修などで市町村や医師会などの関係団体、管内高齢者施設・病院、

介護事業所等に周知した。 

問い合わせ先 

西多摩保健所 生活環境安全課 保健栄養推進担当 

電    話  ０４２８－２２－６１４１ 

ファクシミリ  ０４２８－２３－３９８７ 

E-mail     S0000341＠section.metro.tokyo.jp 

 
− 6−

西

多

摩



Ⅰ 事業開始の経緯                                      
  西多摩保健所管内（以下、「管内」とする。）の高齢化率は、東京都全体に比べ高く、今後も増加す

ると予測されており、管内の 65歳以上のフレイルの可能性のある方は約 12,000人と推定されている。

また、管内は、慢性期の病院・高齢者施設が多く、管理栄養士の未配置市町村がある。その中で、高

齢者が施設間移動の際に栄養情報がスムーズに伝達されなかったり、自宅に高齢者が戻っても低栄養

になり、再び施設や病院に戻るなどの問題があった。地域では、医師会・歯科医師会・薬剤師会（以

下「三師会」とする。）で「食と栄養からの QOL の向上：食と栄養のバリアフリー活動」に取り組ん

でいる。また、高齢者施設や病院等が加入している給食研究会が地区ごとに３つあり、それぞれが連

携して活動している。そこで、西多摩保健所では、関係機関と連携して、地域の課題となっている高

齢者の低栄養予防に、地域全体で取り組むために、平成 28、29 年度に、本事業に取り組んだ。 

 
Ⅱ 本事業でめざすもの                                    
 
 

 
 

○ 多職種が本事業で作成するツールを活用し、高齢者の低栄養を発見・予防する。 

○ 高齢者が施設間移動や在宅に戻る際に「栄養情報提供書」を用いて、栄養情報をスムーズに提供する。 

 
Ⅲ 事業実施体制                                          
 １ 所内体制 
   生活環境安全課、保健対策課、企画調整課職員９名による所内 PT を設置し、事業を進めた。（歯

科医師、保健師、管理栄養士、事務で構成） 
 ２ 検討会の設置 
   所内 PT 委員の他、学識経験者で医学（西多摩医師会）・栄養学の専門委員と、給食施設の代表メ

ンバーからなる検討会を設置し、調査方法・媒体等の検討を行った。 
 ３ 食形態検討会の実施 
   管内の３地区の給食施設研究会の代表の委員（管理栄養士・専門調理師）からなる食形態検討会

を設置し、食形態等の調査内容や栄養情報提供書、栄養管理・連携ブック等の検討を行った。 

地域での展開イメージ図 
関係機関が連携して、高齢者の低栄養を発見し、地域全体で高齢者の低栄養予防を展開する。 

〇フレイルとは？ 
 加齢とともに、心身の活力

（例えば筋力や認知機能等）

が低下し、生活機能障害、要

介護状態、そして死亡などの

危険性が高くなった状態で、

適切な介入・支援により、生

活機能の維持向上が可能な状

態をいう。 

ターゲット 
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Ⅳ 事業内容                                         
 平成 28、29年度の事業内容は、以下の図のとおりである。 

 平成 28 年度は、管内の高齢者施設・病院の食形態と食の取組等の実態把握と地域における高齢者の

食の課題を把握するため調査を実施し、高齢者の食の課題や取組を明確にした。また、多職種が食のサ

ポートをするための支援ツールのニーズ把握を行った。そして、圏域全体でこれらの結果を周知するた

め、保健所の各種会議や三師会主催の研修会での報告、保健所開催の研修を行い、調査実施機関や事業

所、施設へ調査報告書を送付した。 

平成 29 年度は、以下の４点を作成し、普及するために研修を実施し、各種会議での報告や関係機関

へ媒体などを送付して周知した。 

１ 調査結果で明らかになった高齢者の食の課題に対応した関係者向けの媒体「フレイル予防のため

の食のサポートブック」（以下、「食のサポートブック」とする。） 

２ 関係機関が連携するために各所の食の取組、管内の配食サービス等を掲載した「西多摩圏域 栄

養管理・連携ブック」（以下、「栄養管理・連携ブック」とする。） 

３ 高齢者が施設間移動や在宅に戻る際に栄養情報のやり取りをする「栄養情報提供書」 

４ 在宅の介護者も参考になるようにホームページの開設 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅴ 29 年度の取組                                        
１「フレイル予防のための食のサポートブック」の作成 

    

                                  

   

 

 

 

 

                           

 

主に介護関係者が、在宅高齢者

の低栄養の発見や予防のために活

用し、必要な支援につなげること

ができるように作成した。 

≪高齢者の低栄養予防に関するチェックシート≫ 

フレイル予防には、１日３食しっかり食べましょう！
１食の中で主食・主菜・副菜を意識して食べるように

すすめましょう！ 

皆 様 が 支 え る 高 齢 者 の 方 は 、 低 栄 養 に な っ て い ま せ ん か ？

東京都西多摩保健所

フレイル予防のための
食のサポートブック

在宅高齢者の生活を支えるみなさまへ西多摩
地域

このリーフレットは、在宅の高齢者のフレイル予防(おもに低栄養予防)のために、介護職員等の
皆様に知っておいてほしいこと、高齢者の状況を把握するためのポイントを掲載しています。 

（牛乳・乳製品・果物）も
毎日欠かさず

（野菜・きのこ類・いも類の
おかず）を
毎食１品

副菜

（肉・魚・卵・大豆製品の
おかず）を
毎食１品

主菜

（ごはん・パン・麺類）を
毎食１品

主食

1 高齢者の食の課題 P1
2 フレイル発見 P2
3 高齢者の 1日の食事量 P3
4 高齢者の 1日の水分量 P4
5 摂食嚥下機能が気になる方への対応 P5
6 食形態の基準 P7
7 基本食材のレベル別調理形態 P9
8 食べやすい調理の工夫 P11
9 とろみ調整食品の使い方 P12

10 調理にひと工夫！ P13
11 食欲不振の方への対応 P15
12   その他食べることが難しくなった 
方への対応 P16

13   栄養補助食品、保健機能食品、 
特別用途食品 P17

14 Q＆A P18
15 栄養相談窓口 P18

目　次

高齢者の低栄養予防に関するチェックシート 

フレイル予防のための食のサポートブックチェック一覧表 

  

本シートは、介護職員等の方々が高齢者の「フレイル（虚弱）」「BMI（体格指数）」「１日の食事内容」「摂

食嚥下障害」「食欲不振」「脱水症」に関する項目についてチェックできるシートです。 

当てはまる項目がある場合は、「低栄養」になる可能性がありますので、多職種で情報共有を図り、「フレ

イル予防のための食のサポートブック」を参考に低栄養予防に取り組みましょう。 

 

＊簡単フレイルチェック＊             【参考】食のサポートブックｐ.２ 

⇒チェックが３つ以上ある場合には、「フレイル（虚弱）」と評価することができます。 

チェック（☑）  メモ 

□ 体重減少（１年間で４.５kg以上減っていたら要注意）  

□ （最近、以前より）疲れやすくなった 

□ 日常生活活動性の低下（最近、趣味のサークルに出かけたりしなくなった） 

□ 筋力（握力）の低下（蓋をあけるのが大変になった等） 

□ 歩くのが遅くなった（横断歩道を青信号の間にわたるのが難しくなった） 

 
＊ＢＭＩ（体格指数）を調べよう＊         【参考】食のサポートブック p.1 

⇒ＢＭＩ18.5未満の場合には低栄養になるリスクが高いので、要注意です。 
 

  ≪計算式≫体重（ｋｇ） ÷ 身長（ｍ） ÷ 身長（ｍ） 

  ～対象者の身長と体重を記載しましょう～ 

身長： ①     ｍ     体重： ②     kg 

   ～BMIを算出しましょう～ 

    体重        身長         身長                 BMI 

  ②    kg ÷  ①    ｍ ÷  ①    ｍ ＝  ③      

    ～判定～ 

  ③の数値が 18.5未満の場合には、低栄養に 

なるリスクが高くなります。 

 

 

＊1日の食事内容をチェックしよう＊        【参考】食のサポートブック p.3 

⇒「食事内容」チェックでは、１日のうち「１回でも食べた場合」は、１点になります。 

１日７点以上食べることが目標です。 

 

①肉           点 ⑥緑黄色野菜       点 

②魚           点 ⑦海藻類         点 

③卵           点 ⑧いも          点 

④大豆・大豆製品     点 ⑨果物          点 

⑤牛乳・乳製品      点 ⑩油を使った料理     点 

あなたの点数は          点（７点以上が目標！） 

やせ ふつう 肥満 

18.5未満 18.5～24.9 25.0以上 
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（１）食のサポートブックの構成 

  ○ 平成 28 年度の調査結果から明らかになった在宅高齢者の食の課題を支援するための情報や、

関係者からの意見で掲載希望のあった内容で構成した。 

  

 

 

 

（２）食のサポートブックの特徴・工夫点 

 ○ 作成過程で、管内の市町村や地域包括支援センターに意見照会や聞き取りを行い、管内の状況

やニーズに応じた内容とした。 

 ○ 食のサポートブックに掲載した各チェックリストについて、一覧表にまとめたチェックシート

を作成し、関係者が現場で活用できるように工夫した。 

○ エビデンスに基づいた内容として、もっと詳しく知りたい場合に情報検索できるようにホーム

ページとリンクさせた。 

 

２「西多摩圏域 栄養管理・連携ブック」の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）栄養管理・連携ブックの構成 

○ 西多摩圏域内の高齢者施設・病院の各施設で使用している食形態の名称を、日本摂食嚥下リハ

ビリテーション学会嚥下調整食分類 2013（厚生労働省が進めている基準）に合わせて表記 
○ 訪問栄養指導、栄養サポートチーム、配食サービス等栄養管理体制について 
○ 施設の低栄養改善などの優良事例  
○ 在宅高齢者の栄養アセスメント、ケアプランをたてる際に参考となるシート 

 ○ 「栄養情報提供書」とその活用方法 

 ○ 管内の配食サービスの状況（食形態、治療食対応等）  

 ○ 参考文献、参考通知、参考サイト 

（２）栄養管理・連携ブックの工夫点 

   給食研究会の代表からなる食形態検討会を中心に、施設間で連携するため、必要な情報や退院に

向けた高齢者の相談に活用できる情報を掲載した。 

   各施設の情報は、地域別に同じフォームで収集し、見やすいように工夫して掲載した。 

 

・高齢者の食の課題・フレイル発見・高齢者の 1 日の食事量・水分量・摂食嚥下機能が気になる方

への対応・食形態の基準・基本食材のレベル別調理形態・食べやすい調理の工夫・とろみ調整食品

の使い方・食欲不振の方への対応・食べることが難しくなった方への対応・栄養補助食品、保健機

能食品、特別用途食品・Q＆A・栄養相談窓口

高齢者が施設間移動や在宅に戻

る際に、病院・高齢者施設の関係

者が、本連携ブックを活用して食

支援に対応できるように作成し

た。 

青梅－①　　　社会福祉法人○○会　　特別養護老人ホーム　△◇☆
MAP
P.4

所属： 連絡先：

≪食事≫
１　主食
施設での名称 米飯 軟飯 全粥 とろみ粥 ミキサー粥

外観

使用するとろみ
剤やゲル化剤

○○○○

形態の特徴
通常の水分量で炊
いた飯

軟らかく炊いた飯

米重量に対し5倍の
水分量（または米重
量に対し2倍の水分
量）で炊いたもの。粒
が残っている不均質
な状態。

3分粥・5分粥・7分
粥に離水防止のゲ
ル化剤やとろみ剤
をまぜたもの。

ミキサーを使用した
もの。粒が残らずな
めらかで均質な状
態。離水や粘度、付
着性に配慮したも
の。

学会分類2013 - 3 2-1
舌でつぶせる食品 ペースト状の食品

２　主菜、副菜
施設での名称 常菜 刻み食 ソフト食 ミキサー食

外観

使用するとろみ
剤やゲル化剤

◇△△ ○○◇

形態の特徴

食材や調理法の変
更などにより、硬さや
ばらつきなどに配慮
したもの。箸やス
プーンで切れる程度
の軟らかさ。

軟菜を一口大程度
の1cm角以上に刻
んだもの。

フードプロセッサー
等を使用したもの
を、ゲル化剤で固
形化したもの。舌と
口蓋で押しつぶせ
る硬さ。

ミキサー/ペースト
食をゲル化剤など
で固形化したも
の。

学会分類2013 3 2-1
舌でつぶせる食品 ペースト状の食品

３　飲物、汁物
施設での名称
（飲料／汁物）

外観

性状
（飲んだとき）

性状
（見たとき）

学会分類
２０１３

≪栄養管理体制≫

スマイルケア食

4
歯ぐきでつぶせる食品

4

スマイルケア食

歯ぐきでつぶせる食品

・スプーンを傾けるととろとろと流れる
・フォークの歯の間からゆっくりと流れ
落ちる
・カップを傾け、流れ出た後には、全体
にコーティングしたように付着

・スプーンで「eat」
・明らかなとろみがついていて、まとま
りがよい
・送り込むのに力が必要
・ストローで吸うことは困難

・スプーンを傾けても流れにくい
・フォークの歯の間から流れ出ない
・カップを傾けても流れ出ない（ゆっくり
と塊となって落ちる）

・「drink」できる
・とろみがついていることがほとんど気
にならない
・口に入れると口腔内に広がる
・細いストローでも容易に吸える

○○○／□□□

○◇□

△◇○

- 薄いとろみ 中間のとろみ 濃いとろみ

○○○／□□□ ○○○／□□□ ○○○／□□□

・とろみがついていることが、見た目で
判別できない場合もある

・「drink」できる
・液体の種類・味・温度によっては、と
ろみがついていることがあまり気にな
らない場合もある。
・口に入れると口腔内に広がる
・ストローで容易に吸える

・スプーンを傾けるとすっと流れ落ちる
・フォークの歯の間から素早く流れ落ち
る
・カップを傾け、流れ出た後にうっすら
と跡が残る程度の付着

・「drink」できる
・明らかにとろみを感じる
・口腔内にすぐには広がらない
・舌の上でまとめやすい
・ストローで吸うのは抵抗がある

○◇□

△◇○

使用するとろみ
剤やゲル化剤
上段：飲物
下段：汁物

○◇□ ○◇□

△◇○ △◇○

配食サービス □　有　　　□　無

栄養支援チームラウンド □　有　　　□　無

訪問栄養指導 □　有　　　□　無

摂食嚥下チームラウンド

栄養サポートチーム（ＮＳＴ）

□　有　　　□　無

□　有　　　□　無
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３「栄養情報提供書」の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）栄養情報提供書の検討経過 

  食形態検討会で、記載内容、記載方法や活用方法を検討し、管内施設 17 施設の協力のもと、プ

レテストを実施し、記入者側、受取側双方にアンケート調査を行い、意見を反映して作成した。 

（２）活用方法 

  病院・高齢者施設等の管理栄養士が栄養情報提供書を作成・発行する。 
  対象者の食事支援を行う在宅の関係者と情報共有及び連携を行うことで、対象者が在宅に戻って

も、適切な食形態等での食事提供を継続して行うことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

４「高齢者のフレイル対策」ホームページ開設 

  

詳しい情報の掲載や介護者にも情報提供を行うために開設した。 

（１）ホームページの構成 

  ○ 課題別地域保健医療推進プラン「高齢者のフレイル対策への栄養面からのアプローチ」事業説明 
○ フレイル予防のための食のサポートブック 
○ 高齢者をアセスメントする時のお役立ち様式集（体重記録・食事チェック） 
○ 高齢者にやさしい簡単料理レシピ 
○ 高齢者を地域で支えるために（施設での形態食一覧、配食サービス、地域の取組） 
 

高齢者が施設間移動や

在宅に戻る際に利用す

るツールで、高齢者の食

事の提供状況や注意点

等、栄養情報がスムーズ

に提供できるようにし

た。 

施設間移動用様式 在宅用様式

 
施設間の活用  

「高齢者のフレイル対策」ホームページ 
URL：
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/nisitama/hokeneiyou/k
oureisya_frailty/index.html 
 
 西多摩保健所 高齢者のフレイル対策 検索 
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（２）ホームページの工夫点 

   関係者の聞き取り調査で把握した介護支援専門員等の意見を受け、低栄養を早期発見するために

対象者の体重記録、食事チェックシートの様式を掲載したり、手に入りやすい食材で、簡単に手早

く作ることができるレシピを掲載した。 

   レシピは、管内市町村、給食施設、地域活動栄養士会から募集し、協力を得て掲載した。 

   詳しく知りたい方のために、参考文献や参考サイトを紹介している。 

 

５ 研修会・報告会実施 

 （１）圏域８市町村、関係団体への周知 

   事業の説明と媒体の普及を図るために、西多摩地域保健医療協議会、８市町村・保健所連絡会、

歯科基盤整備検討会、脳卒中医療連携検討会、ほけんじょだより等で情報提供を行った。 

 （２）介護・看護事業所向け研修会実施(平成 30 年１月 17 日開催) 

   市町村、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、訪問看護ステーション

等を対象に、食のサポートブックの普及を図るために実施した。 

   参加者のアンケートによると、回答者全員が「研修が参考になった」と回答し、87％が「食のサ

ポートブックが活用できる」と回答した。フレイルの発見や高齢者の食の課題、1 日の食事量の内

容が特に活用でき、今後は、「高齢者の栄養・食の把握を行いたい」という回答が多くあった。 

 （３）高齢者施設・病院栄養管理者向け研修会実施(平成 30 年２月８日開催) 

   市町村、高齢者施設・病院の栄養管理者等を対象に、栄養管理・連携ブック、栄養情報提供書、

食のサポートブックの普及を図るために実施した。 

   参加者からは、回答者全員が「研修が参考になった」と回答し、89％が「食のサポートブックが

活用できる」と回答した。「高齢者の食の課題」や「基本食材のレベル別調理形態」が活用できる

と回答があった。栄養情報提供書は、68％が「活用できる」と回答があった。 

 

Ⅵ 評価・まとめ                                       
１ 地域高齢者の食の課題に対応した媒体作成 

市町村・関係機関と協働で調査で把握した高齢者の課題に対応した、低栄養の発見・予防につな

がる媒体を作成することができた。内容については、良好な評価を得て研修等で活用されている。 

２ 関係機関との連携強化 

市町村、地域包括支援センター、医師会、給食研究会、地域活動栄養士会等と聞き取り調査や、

調整等、一緒に検討し取り組むことにより連携が強化された。 

３ 食形態や栄養情報提供の改善 

   給食施設の食形態については、各所バラバラの基準で施設間の情報提供を行っていたが、食形態  

を統一基準で情報のやりとりが可能となり、施設間で栄養情報の提供ができるようになった。 

 

Ⅶ 今後に向けて                                       
 保健所は、今後も、作成した媒体を地域で普及し、高齢者の低栄養の発見・予防ができるように関係

機関に働きかけていく。また、病院や高齢者施設、市町村、地域包括支援センター等には、高齢者の栄

養情報がスムーズに伝達されるように、「栄養情報提供書」の利用を働きかけ、さらに、低栄養になっ

た高齢者が栄養相談・栄養改善が身近でできる環境整備を支援していきたいと考えている。 
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